
ごあいさつ　　　　　　　　　日頃より区議会議員の活動に際し、ご理解いただき感謝申し上げます。第3回定例
会、衆議院選挙も終わり、季節も秋から冬に変わろうとしております。前回の定例会では、サンプラザ
問題が表面化されました。今後も、中野区の財政をも揺るがすこの問題をしっかりと取り組んで参りま
す。今年も残り2ヶ月となりましたが、引き続きよろしくお願いいたします。

　全国的にいじめ・不登校の件数が増えており、
中野区も不登校の件数は、今年度も増加傾向です。
【小1プロブレム】や【中1ギャップ】は、いじ
め・不登校の原因ともいわれており、解決のため
には、保幼小中連携が必要ですが、保護者の立場
からみると、どの様な取組みをしているか見えて
きません。その為、保幼小中連携の取組みを区が
積極的に情報発信をしていくべきと区に答弁を
求めたところ、【連携教育通信】や区の HP を
活用して取組みを積極的に発信していくとの回答
でした。保幼小中接続期での不安な気持ちは子
ども達だけでなく、保護者も同じ気持ちだと思い
ます。今後も保幼小中連携について区に訴えてい
きます。

子ども教育について 教育環境について
　平成31年の厚生労働省の通知を踏まえ、学校保
健安全法に基づく、【学校環境衛生基準】が改正
され、令和3年4月より施行されております。改
正の概要としては、キシレンの基準値をより厳し
い数値に改定致しました。基準値が改正されたこ
とで、学校施設で適切に検査を行い、基準値を超
えた場合は学校薬剤師等の協力のもと適切な措置
を講ずることとされました。中野区では、現在検
査を行っておりませんので、児童生徒の健康を守
り、快適な教育環境を維持するためにもキシレン
検査を導入するべきと区に答弁を求めたところ、
来年度から各学校におけるキシレン測定分析を行
いたいとの回答でした。今後も児童生徒が安心し
て学べる環境づくりを区に訴えていきます。

用 語解 説
小1プロブレム…幼稚園や保育園から小学校に入学後に子どもたちが小学校での授業や生活に馴染めず、適応できない状
　　　　　　　　態が継続的に続くこと。
中 1 ギャップ…小学校を卒業して中学校へ進学した際、新しい環境や生活スタイルなどになじめず、精神的に不安定に
　　　　　　　　なっていること。
保幼小中連携…幼児期から義務教育期までの15年間の教育を、保育園、幼稚園、小学校、中学校が連携して支える取
　　　　　　　　組みのこと。
連携教育通信…中野区における就学前教育と学校教育の連携の一層の充実・発展を目指して、区内の保育施設・幼稚園・
　　　　　　　　小学校・中学校の教育連携の先進的な取組等を各園・学校にお知らせを発行している。
キ  シ  レ  ン…接着剤や塗料の溶剤及び希釈剤として用いられる揮発性有機化合物の一つであり、不快な刺激や臭気を
　　　　　　　　感じ、状況によってシックハウス症候群の発生要因になるとされており、今回キシレンの基準値を87
　　　　　　　　0㎍／㎥から200㎍／㎥に見直されました。
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